
前
回
述
べ
た
通
り
、
大

正
後
期
に
会
誌
「
鳥
路
」

を
発
行
し
て
い
た
篆
刻
研

究
会
「
峡
風
印
社
」
は
、

単
な
る
趣
味
の
会
に
止
ま

ら
ず
、
後
に
陶
芸
や
作
陶

に
も
活
動
範
囲
を
広
げ
て

い
く
。

大
正
１１
年
２
月
８
日
付

の
地
方
新
聞
「
南
信
」
に

は
、
実
に
興
味
深
い
記
事

が
載
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
飯
田
産
の
「
伊
那

焼
」
を
当
地
の
名
産
と
す

る
べ
く
、
一
般
か
ら
「
伊

那
焼
伊
那
節
」
を
募
集

し
、
そ
の
優
品
を
陶
器
に

刻
ん
で
販
売
し
よ
う
と
い

う
企
画
で
あ
る
。
注
目
す

べ
き
は
、
そ
こ
に
先
の
峡

風
印
社
が
強
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

同
日
紙
の
広
告
欄
に
は

大
き
く
そ
の
募
集
案
内
が

載
り
、
伊
那
焼
窯
元
と
並

ん
で
峡
風
印
社
が
主
催
者

と
な
っ
て
い
る
。
後
援
は

伊
那
焼
倶
楽
部
・
同
後
援

会
・
南
信
新
聞
社
で
あ

る
。
案
内
に
よ
る
と
、
応

募
謡
中
に
必
ず
伊
那
焼
を

読
み
込
む
こ
と
、
応
募
は

一
人
五
作
品
以
内
と
す
る

こ
と
、
選
者
は
南
信
新
聞

社
編
集
部
が
行
う
こ
と
等

が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
同
年

３
月
９
日
付
新
聞
で
は
、

「
伊
那
焼
伊
那
節
」
の
当

選
発
表
が
行
わ
れ
た
。
募

集
期
間
が
短
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
応
募
総
数

は
１
２
９
６
句
の
多
く
に

上
っ
た
。
次
は
、
そ
の
優

秀
作
品
で
あ
る
。

一
等

松
尾
村平

栗
猪
山

伊
那
の
焼
味
茶
は
宇
治

の
味
京
は
鴨
川
水
の
味

二
等

上
久
堅
村

北
澤
千
里

一
に
伊
那
焼
二
に
二
本

松
三
に
棹
さ
す
天
龍
峡

三
等

飯
田
町木

下
流
星

お
ま
へ
邪
推
よ
伊
那
焼

ほ
か
に
買
ふ
た
覚
え
は

更
に
な
い
（
以
下
略
）

つ
い
で
に
言
う
と
、
当

選
句
数
の
最
も
多
い
の
は

平
栗
猪
山
で
、
投
句
中
四

句
が
選
に
入
っ
て
い
る
。

猪
山
は
こ
の
時
期
の
下
伊

那
を
代
表
す
る
俳
人
で
あ

る
が
、
正
に
そ
の
面
目
躍

如
で
あ
る
。
次
い
で
、
白

城
・
虚
六
が
各
二
入
選
し

て
い
る
。
紙
面
の
都
合
上

作
品
等
を
こ
れ
以
上
紹
介

で
き
な
い
が
、
当
選
句
は

い
ず
れ
も
味
が
あ
っ
て
お

も
し
ろ
い
。

さ
ら
に
、
大
正
１５
年
１０

月
２９
日
付
「
南
信
」
新
聞

の
記
事
で
は
、
名
古
屋
高

等
商
業
学
校
（
五
周
年
記

念
郷
土
産
業
紹
介
展
覧

会
）
か
ら
の
出
品
要
請
を

受
け
た
飯
田
商
工
会
議
所

が
、
吉
澤
白
城
の
伊
那
焼

他
の
出
品
物
を
同
展
に
向

け
発
送
し
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。（
そ
の
伊
那
焼
の

窯
は
愛
宕
坂
に
あ
っ
た
ら

し
い
）

こ
う
し
て
み
る
と
、
そ

の
間
ず
っ
と
先
の
伊
那
節

を
刻
ん
だ
伊
那
焼
が
作
ら

れ
続
け
、
市
販
も
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う

す
る
と
、
白
城
の
峡
風
印

社
は
、
印
譜
の
芸
術
・
文

化
を
、
陶
器
で
立
体
的
に

も
追
究
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

そ
の
活
動
は
、
飯
田
の
産

業
に
も
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

最
後
に
、
前
述
し
た
三

人
の
そ
の
後
を
記
す
。
郡

役
所
の
公
吏
で
あ
っ
た
吉

澤
白
城
（
俊
秀
）
は
、
後

に
出
身
地
で
あ
る
旧
平
岡

村
の
母
親
の
生
家
を
継

ぎ
、
姓
を
宮
澤
と
改
め

て
、
終
戦
直
後
の
同
村
村

長
と
な
っ
た
。
役
場
吏
員

で
あ
っ
た
山
田
虚
六
（
延

次
郎
）
は
、
後
年
、
郷
土

史
家
・
俳
人
と
な
り
、
医

師
で
あ
っ
た
今
牧
光
山

（
祐
平
）
は
、
三
宅
島
阿

古
村
の
村
医
と
し
て
赴
任

し
、若
く
し
て
病
死
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
伊
那
焼

は
ど
う
な
っ
た
の
か
、
ま

た
峡
風
印
社
は
ど
う
し
た

の
か
不
明
だ
が
、
大
正
後

期
の
飯
田
に
は
、
こ
ん
な

豊
か
な
文
化
と
活
動
が
あ

っ
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ

る
。

�
�
��

後
年
の
吉
澤（
宮
澤
）白
城

「伊那焼伊那節」の募集案内
（「南信」大正１１．２．８付）
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